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ア

メ

リ

カ

砂
糖
政
策
に

関
す
る
一

考
察

-
独

占
形
成

後
の

海
外
原

料
糖
輸
入
と

国
内
砂
糖
生

産
の

調

整
を

め

ぐ
っ

て

1

ほ

じ

め
に

本
稿
は
､

糖
業
独

占
資
本
の

形
成
と

発

展
を

背
景
と

し
て
､

二

(

1
)

○

世

紀

前

半
の

ア

メ

リ

カ

砂

糖
(

s

点
且

政

策
-
関

税

制

度

(

t

邑
托

∽

y
S

{

e

m
)

と

割
当

制
度
(

宅
O
t

P

∽

忘
t

e

m

-
ア

メ

リ

カ

本
土

と
ハ

ワ

イ

の

生

産
割
当

並

び

に

キ
ュ

ー

バ

や

フ

ィ

リ

ピ

ン

等

の

対

米
輸
出
割
当
を

規
定

し

た

制
度

-
)

-
の

展
開

を

考
察

す
る

こ

と

を

そ

の

目

的
と

す
る
｡

こ

こ

で

二

〇

世

紀
前
半
､

厳
密
に

い

え

ば
､

独

占

形
成

後
の
一

八

九
〇

年
代
か

ら

第
二

次

大
戦
勃
発

直
後
の

一

九

四

〇

年
代

初

頭
ま

で

の

ア

メ

リ

カ

砂

糖
政

策
を
､

上

記
の

論
点
に

し
ぼ

っ

て

考
察
す
る

こ

と
に

し
た

の

ほ
､

以
下
の

理

永

野

善

子

由
に

よ
る

も
の

で

あ

る
｡

す

な
わ

ち
､

二

〇
世

紀
前
半
の

ア

メ

リ

(

2
)

ヵ

砂
糖
政

策
の

基
本
的
方

針
は
､

キ
ュ

ー
バ

と

島
峡
地

域
(
i

n

芦
丁

-

買

胃
e
p

-
ハ

ワ

イ
､

プ

エ

ル

ト
･

リ

コ

､

フ

ィ

リ

ピ

ン

､

ヴ

ァ

ー

ジ

ン

諸

島

-
)

の

甘

煮

糖
(

c

呂
e

∽

点

且
生

産
国
･

生

産
地

域
に

原
料

糖
(

r

買
S

亡

g

㌢

-
粗

糖

-
)

供

給
を

依

存

す
る
､

ア

メ

リ

カ

本
土

の

楕
製
糖
業
(
r

①

ぎ
e

d

s

貞
寛

ぎ
d

宏
t

召

-
輸
入

粗

糖
を

原

料
と

し

て

直
接
消

費
糖
(

d

訂
c
t
･

0

0

ロ
S

占

m
p
･

t
i

｡

n

S

亡

g

弓
)

を

製
造

す
る

工

業

-
)

と
､

ア

メ

リ

カ

本

土

の

甜
菜
糖
業
(

b
e

e
t

■
2
g

罵
ビ

邑

邑
【

y

-
甜
菜
栽
培
業
と

甜
菜
を

原

料
と

し

て

直
接
消

費
糖
を

製
造

す
る

エ

業

-
)

･

甘

庶

糖

業

(

｡

P

n
e

S

点
寛

ぎ
d

宏
t
r

y

-
甘

庶
栽
培

業
と

甘

庶
を

原

料
と

し

ββ0

ふ

軒

L
j
.

〕

単
車

伽

叫

･
｢

ト

叫

k

.恥

イ

軒

P

小

.

血
肝
､

ト

巾

㌢

や

■u

抑
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れ

ぺ

丸

､

碗
-

一
｢

㈹

ノ

一

q

J

叫

山

一
ツ

ー

叫

｡

叫

n

瑚

て

直
接
消
費
糖
を

製
造

す
る

工

業

-
)

と

の

経
済
的

利
益

を

擁

護

す
る

こ

と

に

あ
っ

た
｡

こ

の

た

め
､

ア

メ

リ

カ

政

府
は
､

一

八

九

〇

年
か

ら
一

九
三

四

年
ま

で

は

関
税
制

度
■に
よ

っ

て
､

ま

た
一

九
三

四

年
か

ら

四
二

年
ま
で

は

割

当

制
度
に

ょ
っ

て
､

キ

ュ

ー
バ

や

島
峡
地

域
等
か

ら
の

砂
糖

輸
入

と

本
土
の

砂
糖
生

産
と

を

調

整

し
た

の

で

あ

る
｡

一

見
す
る

と
､

ア

メ

リ

カ

本
土

の

精
製
糖

業
と

甜
菜
糖
業
･

甘

煮
糖
業
と

の

経

済
的

利
益

は

相

反

す
る

も
の

の

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

な

ぜ

な

ら
､

ア

メ

リ

カ

本
土
の

砂
腰
消
費
量
に

大
き

な

変
化
が

な

い

限

り
､

精
製
糖
業
の

発
展
に

不

可

欠
な

原
料
糖
輸
入

量
の

増
加

は
､

甜
菜
糖
･

甘

煮
糖
生

産
量
の

減
少

を

意
味
し

た

か

ら
で

あ
る
｡

と
こ

ろ
が
､

精
製
糖
業
を

基
盤

と

し
て

成
立

し
た

糖
業
独
占

資
本

が
､

そ

の

後
甜
菜
糖
業
の

工

業
部

門
へ

と

進
出
し

て

い

っ

た

事
実

を

重

要
視
す
る

と
､

ア

メ

リ

カ

砂
糖
政

策
の

特

徴
を

把
握
す
る

た

め

に

精
製
糖
業
対

甜
菜
糖
業
･

甘

庶
糖

業
の

単
純
な

図
式
を

設
定

す
る

こ

と

ほ
､

必

ず
し
も

意
味
を

も
ち

得
な

く
な

る

の

で

ほ

あ

る

ま
い

か
｡

本

稿
で

は
､

以

上
の

問
題
意
識
の

も

と

に
､

第
一

節
に

お

い

て

糖
業
独

身
資
本
の

形
成

と

発
展
を

概
観
す
る
｡

第
Ⅱ

節
で

は
､

独

占
形
成

後
の

砂
糖
政

策
を

関
税
制
度
期
と

割
当

制
度
期
に

分

け
て

論
じ
る
｡

そ

し
て

第
Ⅲ

節
で

は
､

第
Ⅱ

節
で

考
察
し
た

砂
糖
政

策

の

下
に

い

か

な

る

市
場
構
造
が

形
成
さ

れ

た

の

か

を

明

ら
か

に

し

(

3
)

た

い
｡

一

糖
業
独
占

資
本
の

形
成
と

発
展

ア

メ

リ

カ

本
土

に

お

け
る

糖
業
独

占
資
本
の

形

成

と

発
展
を
､

ア

メ

リ

カ

砂

糖
政

策

1
関
税
制
度
と

割
当

制
度
1
-
と

の

関
連

で

取

り

上

げ
る

場
合
､

(

一

)

精
製
糖
業
の

勃
興
､

(

二
)

糖
業
独

(

4
)

占
資
本
-

-
｢

砂

糖
ト

ラ

ス

ト
+

(

S

点
賀

T

2
S
t

)

の

成

立
､

(

三
)

｢

砂
糖
ト

ラ

ス

上
の

甜
菜
糖
業
へ

の

進
出
､

が

問
題
と

さ

れ

ね

ば

な

ら

な
い
｡

(

一

)

精
製
糖
業
の

勃
興

ア

メ

リ

カ

本

土
で

精
製
糖
業
が

勃
興

し

た

の

ほ
､

一

七

三

〇

年
→

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

市
に

お

い

て

の

こ

と
で

あ
っ

た
｡

そ

の

後
､

ボ

ス

ト

ン

､

プ
ロ

ゲ
ィ

デ
ン

ス

､

フ

ィ

ラ

デ
ル

フ

ィ

ア

各
市
で

エ

場
建

(

5
)

設
が

続
い

た
｡

し

か

し
､

独

立

直
後
の

一

八

世

紀
後
半
か

ら

南
北

戦
争
(

一

八

六
一

1
六

五

年
)

直
前
ま

で

は
､

ル

イ

ジ

ア

ナ

州
の

甘

煮
糖
業
が

ア

メ

リ

カ

本
土
の

砂
糖
消
費
量
の

大

半
を

供

給
し
て

(

6
)

お

り
､

東
海
岸
を

中
心
に

小

規
模
な

エ

場
で

輸
入

原
料
糖
を

加
エ

し
て

い

た

精
製
糖
業
は
､

一

九

世

紀
前
半
せ

で

十

分

な
る

発
展
を

胱
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み

な
か

っ

た
の

で

あ
る
｡

と
こ

ろ
が

南
北

戦
争
に

よ
っ

て

ル

イ

ジ

ア

ナ

州
の

甘

煮
糖
業
が

大

打
撃
を

受
け
､

生

産
量
が

激

減
し

た
｡

他

方
､

一

八

五
一

年
の

遠
心

分

蜜

機

(

c

e

ロ
t

邑
点
巴

ヨ
g
F
i

ロ
e
)

の

発
明

は
､

ア

メ

リ

カ

(

7
)

本

土
の

精

製
糖
業
に

技
術
革
新
を

か

た

ら

し

た
｡

こ

う
し
て
一

八

五

〇

年
代
後

半
以

降
､

東
海
岸
で

は
､

キ
ュ

ー

バ

か

ら

原

料
糖
を

輸
入

す

る

精
製
糖
業
者
が

増
加
し

た

の

で

あ

る
｡

一

九
世

紀

後
半

に

お

け
る

ル

イ
ジ

ア

ナ

州
を

中
心

と

す
る

甘

庶
糖
業
と

東
海
岸
を

基

盤
と

す
る

棉
製
糖
業
の

比

重
の

変
化
は
､

以

下
の

数
値
か

ら

明

ら
か

で

あ

ろ

う
｡

南
北

戦
争
直
前
の

五

年

間

に

は

原

料

糖
の

六

三

%
が

輸
入

さ

れ
､

残
り

三

七

%
は

ル

イ

ジ

ア

ナ

州
を

は

じ

め

と

す
る

本
土
の

甘

庶
糖
生

産
地

域
の

供

給
に

よ

る

も
の

で

あ
っ

た
｡

と
こ

ろ
が
一

八
七
二

年
に

な

る

と
､

ア

メ

リ

カ

は

原

料
糖
の

九

〇

%

を

輸
入

に

依
存
す

る

よ

う
に

な
っ

た
｡

主
た

る

原
料
糖
の

加
工

地

域
は

東
海
岸
､

と

く
に

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

市
で

あ
っ

た
｡

同

市
の

精
製
糖
業
は
一

八

七

二

年
に

輸
入
さ

れ

た

原

料

糖
の

五

九

%

を

加

(

8
)

エ
､

一

八

八

七

年
に

は

そ

れ

が

六

八

%
に

増

加
し

た

の

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
に
､

南
北

戦
争
後
ア

メ

リ

カ

糖
業
界
の

主

導
権
ほ
､

ル

イ

ジ

ア

ナ

州
の

甘

煮
精
美
か

ら
､

東
海
岸
の

精
製
糖
業
へ

と

移
行

し
て

い

っ

た
｡

(

二
)

糖
業
独

占
資
本

-
｢

砂
糖
ト

ラ

ス

ト
+

1
の

成

立

淵

こ

こ

で

東
海
岸
の

精
製
糖
業
を

基

盤

と

す

る

｢

砂

糖
ト

ラ

ス

ト
+

の

成

立

を

概

観
す
る

ま

え

に
､

西

海
岸
の

棉
製
糖
業
の

勃
興

に

つ

い

て

二
言

す
る

必

要
が

あ

ろ

う
｡

西

海
岸
で

精
製

糖

業
が

発

展
す
る

契
機
と

な
っ

た

の

は
､

一

八

七
六

年
の

ハ

ワ

イ
･

ア

メ

リ

オ

互

恵
条
約
(

知
e

c

骨
｡
C

首
T
r

e

已
y
)

で

あ

る
｡

同

条

約
に

よ

(

9
)

っ

て
ハ

ワ

イ

盛

砂
糖
の

対

米
無
関
税
輸

出
が

規
定
さ

れ

た
｡

こ

の

結
果
､

東
海
岸
の

棉
製
糖
業
は

主

と

し
て

キ
ュ

ー
バ

を

中

心

と

す

る

カ

リ

ブ

海
地

域
を

原

料
供

給
地

と

し
て

い

た

の

に

対

し
､

西

海

岸
の

そ

れ

ほ

≠
っ

ば

ら
ハ

ワ

イ

か

ら
の

原

料
糖
輸
入
に

依
存
す
る

こ

と

に

な
っ

た
｡

し
か

し
､

原
料
糖

輸
入

量
か

ら
み

た

東
海
岸
と

西

海
岸
の

精
製
糖
業
の

比

重

ぺ

明

ら
か

に

前
者
が

圧
倒
的

優
位

を

占
め
て

い

た
｡

一

八

八

〇

年
代

を

通
じ

て
､

キ
ュ

ー

バ

産
砂
糖

は

全

輸
入

量
の

四

〇

-
五

〇

%

を

占
め

た

の

に

対

し
､

ハ

ワ

イ

産

(

1 0
)

砂

糖
は

全

体
の

四

-
八

%
に

と

ど

ま
っ

た

か

ら
で

あ

る
｡

か

く

し

て
一

八

八

〇

年
代

後
半
に
､

東
海
岸
を

中
心
と

し

て

糖
業
独

占
資

本
､

通
称

｢

砂

糖
ト

ラ

ス

上
が

成

立

す
る

基
盤
が

確
立

し
て

い

く
の

で

あ
る
｡

東
海
岸
で

ほ
一

八

七

〇

年
代
に

独
立
の

精
製
糖
企

業
数
が

増
加

し
た

た

め

競
争
が

激
化

し
､

大
手

企

業
に

よ

る

弱
小

企

業
の

吸

収

t

∵

一
心

ト

J

〆

溢
T

ト

_

小

･吋

ド

軸

l 吋

叫

h

`

け

但

弗
一

郎

q

や

･‥

椒
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ル

ノ

ふ

ゃ

専

叫

≠

叫

｡

洲

潔

′

か

胡
叫

#
′

洲

や納

が

進
行

し

て

い

た
｡

一

八

六

〇

年
に

三

二

で

あ
っ

た

事

業
所

(

e
s
t

P

b
-
小

旨
m
e

ロ
t

)

数
は
一

八

六

九

年
に

な

る

と

四

九
に

増

加

し

(

n
)

た

が
､

一

八

七

〇
年
に

は

逆
に

二

七

に

減
少

し

た

と
い

わ
れ

る
｡

こ

の

合
併
吸

収

運

動
で

文

字
通
り

主

導
的
役
割
を

担
っ

た

の

が
､

E
･

0
･

ハ

べ

マ

イ

ヤ

ー

(

H
e

n

q

〇
･

H
甲

く
e

ヨ
e

y
e

r
)

を

中
心

と

す

る

勢
力
で

あ
っ

た
｡

ハ

べ

マ

イ

ヤ

ー

ら

は
､

一

八

八

〇
年
代
後
半
の

競
争
の

激

化
に

よ

る

価
格
の

低
下
､

そ

れ

に

よ
っ

て

引
き

起
こ

さ

れ

る

収

益

率
の

低
下
､

ス

ト

ア

タ

の

増
大
等
に

対

処
す
べ

く
､

ボ

ス

ト

ン

､

フ

ィ

ラ

デ
ル

フ

ィ

ア

の

有
力

精
製
糖

業
者
を

結
束
す
る

こ

と

に

成

功
し
､

一

八

八

七

年
に

東
海
岸
の

二
一

企

業
の

う
ち
一

七

企
業
で

｢

精
製

糖
会

社
+

(

S

亡

笥
1

R
e

か

n

5
.

甲

C
O

〕
､

す
な

わ

ち

｢

砂
糖
ト

ラ

ス

■

(

㍑
)

ト
+

を

結
成
し

た
｡

同

社

設
立
に

満

た
ゥ

て

は
､

｢

ト

ラ

ス

テ

ィ

ー

(

t

2
S

t

e

e

)

方

式
+

が

採
用
さ

れ
､

参
加

各
企

業
は
､

株
式
と

引
き

換
え

に
､

資
産
評
価
に

基
づ

く

額
の

ト

ラ

ス

ト

証

券
を

受
け

(

u
)

取
っ

た
｡

と

こ

ろ
が
一

八

九

〇

年
に
､

同
社

は
ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

州
の

｢

反

ト

ラ

ス

ト

法
+

(

A
n
t

芹

2
S
t

A

え
)

違
法

判

決
を

受
け

た
･ ｡

こ

の

た

め

同
社
に

代
わ
っ

て
､

翌
一

八
九
一

年
に
､

ニ

ュ

ー

ジ

ャ

ー

ジ

ー

州
に

お

い

七
｢

ア

メ

リ

カ

精
製
糖
会
社
+

(

A

巨
e

ユ
c

巴
-

S
一

品
罵

R
e

P

ロ
ー

点
C
〇
一

)

が

設
立
さ

れ

た

の

で

あ

る
｡

ア

メ

リ

カ

精

製

糖

会
社

は
､

旧

精
製
糖
会
社
の

ト

ラ

ス

寸

証

券
と

引
き

換
え

に

同

社

の

株
式
を

引
き

渡
し
､

一

七

企

業
の

全

資
産
を

引
き

受
け
る

資
産

保
有
ト

ラ

ス

ト

で

あ
っ

た
｡

同
社

ほ
､

設
立

直
後
､

西

海
岸
の

有

力

精

製

糖
企

業
で

あ

る

｢

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

精

製
糖

会

社
+

(

C

巴
買
U

⊇
ぎ
S
+

品
賀

R
e

P
ロ
ー

n
g

C
〇
･

)

を

も

吸

収
し
､

こ

れ

に

よ

っ

て

ア

メ

リ

カ

本
土

の

精
製
糖
業
の

砂
糖
生

産
量
の

九
八

%

を

独

(

M
)

占
す
る

に

い

た

っ

た
｡

(

三
)

｢

砂
糖
ト

ラ

ス

ト
+

の

甜
菜

糖
業
へ

の

進
出

こ

こ

で

指
摘
す
べ

き
重

要
な

点
は
､

｢

砂
糖
ト

ラ

ス

ト
+

が

そ

の

活
動
領
域
を

精
製
糖

業
に

限

定
し

な

か
っ

た

こ

と

で

あ

る
｡

㌢

メ
･
リ

カ

本
土
で

は

二

〇

世

紀
初

頭
か

ら

甜
菜
糖
業
が

急
速
に

発
展

(

1 5
)

し
､

｢

砂
糖
ト

ラ

ス

ト
+

が

甜
菜
糖
業
の

工

業
部
門
に

対

す

る
一

進

出
を

開
始
し
て

い

た
｡

｢

砂
糖
ト

ラ

ス

ト
+

の

甜
菜
糖
工

場
に

対

す
る

進
出
は
一

九

〇
一

年
に

始
ま

り
､

一

九

〇
七

年
に

は
､

本
土

全

体
の

甜
菜
糖
工

場
の

生

産
可

能
量
の

七

〇

%
を

支

配
す
る

に

い

た
っ

た
｡

州
別

で

は
､

ユ

タ
･

ア

イ

ダ
ホ

両

州

-
一

〇
〇

%
､
,

､

､

､

シ

ガ

ン

州

南

部

-
五

二

%
､

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

州

-
八

(

1 6
)

一

%
､

コ

ロ

ラ

ド

州

南

部

1
-
四
二

%

で

あ
っ

た
｡

こ

の

よ

う
に

｢

砂
糖
ト

ラ

ス

上
参
入
の

下
で

甜
菜
糖
業
が

発

展
し
､

世

紀

転

淵
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換
期
に

ア

メ

リ

カ

本

土
の

砂
糖
消
費
量
の

三

+
五

%
に

す
ぎ

な
か

っ

た

甜
菜

糖
の

供
給
比

率
は
､

一

九

〇
五

-
一

〇

年
に

は
一

〇

-

一

五

%
､

一

九
→

五

-
二

〇

年
に

は
一

五

-
二

〇

%
に

及
ん

だ

の

(

1 7
)

で

あ

る
｡

と
こ

ろ
で
､

｢

砂

糖
ト

ラ

ス

ト
+

結
成
後
二

〇

年
余

り

を

経

過

し

た

頃
か

ら
､

ア

メ

リ

カ

糖

業
界
の

勢
力

配
置
図
に

も

若
干
の

変

化

が

み

ら
れ

た
｡

｢

反
ト

ラ

ス

ト
+

の

社
会
的

風
潮
の

下

で
一

九

〇

九

年
に

ア

メ

リ

カ

精

製
糖
会
社
が

｢

反

ト

ラ

ス

ト

法
+

違
反
の

廉
で

起
訴
さ

れ

る
一

方
｢

同

年
の

E
･

0
･

ハ

べ

マ

イ

ヤ

ー

の

死

に

よ

っ

て

同
社
の

経
営
機
能
の

組
織
化
が

は

か

ら
れ
､

以

後
同

社

に

よ

る

他

企

業
の

株
式
保
有
此

率
が

低
下

す
る

傾
向
に

あ
っ

た

か

(

1 8
)

ら

で

あ

る
｡

そ

れ

で

も
､

同

社
が

｢

反
ト

ラ

ス

ト

法
+

違
反
の

判

決
を

受
け
た

時
､

大
手

企

業
で

あ

る

｢

ナ

シ

ョ

ナ

ル

精
製

糖

会

社
+

(

ゥ

訂
{
-

○

邑
S

点
賀

R
e

賢
ぎ
g

C
｡
.

)

の

株
式
の

二

五

%
､

｢

グ

レ

ー

ト
･

ウ

ェ

ス

タ

ン

砂
糖
会
社
+

(

P
e

邑

W
邑
e

⊇
S

貞
･

賀

C
〇
･

)

の

三
一

%
､

｢
､

､

､

シ

ガ

ン

砂
糖
会
社
+

(

芦
c

F

官
n

S

点
･

胃

〔
〇
･

)

の

三

四

%
の

株
式
を

保
有
し

て

い

た
｡

判
決
で

は
､

ア

メ

リ

カ

精
製
糖
会
社
が

こ

れ

ら

諾
企

業
に

対

す
る

投
票
権
を

行
使

(

1 9
)

し
な
い

限
り
､

同
社
に

よ

る

詔

企

業
の

株
式

保
有
が

認

め

ら

れ

た

(

こ

の

う
ち
グ

レ

ー

ト
･

ウ
ェ

ス

タ

ン

社
､

､

､

､

シ

ガ

ン

砂

糖

会

社

(

2 0
)

は

大

手
甜
菜
糖
企

業
で

あ
っ

た
)

. ｡

そ

の

後
一

九
三

〇

年

代
の

ア

朗り〟

メ

リ

カ

滞
製
糖
会
社
に

よ

る

他

企

業
の

株
式
保

有
比

率
に

関
す
る

デ
ー

タ

を
､

筆
者
ほ

得
る

こ

と
が

で

き

な
い
｡

し

か

し
な

が

ら
､

一

九
三

八

年
の

ア

メ

リ

カ

本
土

の

精
製
糖
工

場
総
数
二

三

工

場
の

ぅ
ち
､

ア

メ

リ

カ

精
製
糖
会
社
が

六
工

場
､

ナ

シ

ョ

■
ナ

ル

精
製
糖

(

21
)

会

社
が

二

工

易
を

所
有
し

て

お

り
､

少

な

く
と

も

精
製
糖

業
に

お

け

る

ア

メ

リ

カ

精
製
糖
会
社
の

優
位
が

確

認
さ

れ

る

の

で

あ
る
｡

以

上
､

精
製
糖

業
の

勃
興
､

糖
業
独

占
資
本

-
｢

砂
糖
ト

ラ

ス

ト
+

-
の

成

立
､

｢

砂

糖
ト

ラ

ス

ト
+

の

甜
菜
糖

業
へ

の

進

出
の

三

点

に

焦
点
を

あ

て

て
､

ア

メ

リ

カ

本
土

に

お

け
る

糖
英
独

占
資
本
の

形

成

と

発
展
に

つ

い

て

概
観
し
た
｡

次

節
で

ほ
､

本
節

の

考
察
を

踏
ま

え

て
､

ア

メ

リ

カ

砂

糖
政

策
を

関
税
制
度
期
と

割

当

制
度
期
に

分

け
て

論
じ

る
｡

二

独

占
形

成

後
の

砂

糖
政

策

-
関
税
制

度
か

ら

割
当

制
度
ヘ

ー

前
節
で

考
察
し

た

よ

う
に
､

一

八

五

〇

年
代

後
半
か

ら

本

格
的

発
展
を

み

た

ア

メ

リ

カ

表
土

の

精
製
糖
業
に

お

い

て
､

一

八

八

〇

年
代

後
半
に

独

占
資
本
が

成
立

し

た
｡

し
た

が
っ

て
､

本

節
で

ア

メ

リ

カ

砂
糖
政

策
を

考
察
す

る

場
合
､

(

一

)

独

占
形

成

前
の

関

一J .

ト

ム

一

､

出

▼
1

.

叫

小

イ

ト

I

l 巾

.

蝿

′

け

～

止

■

一

帖

.

や

ト斗



( 9 5 ) ア.
メ リ カ砂 糖政策 に 関 す る

一 考察

l

′

ふ

.

･ 1

】

▼

叫

も

1

〝

仰

ー

か

q

剣

山

一

.

叫

.

キ

ト

■叫

税
制
度
､

(

二
)

独

占
形
成

後
の

関
税
制
度
､

(

三
)

一

九
主

四

年

以

後
の

割
当

制
度
､

を

取
り

上

げ

る

必

要
が

あ

ろ
う
｡

こ

こ

で

独

占
形
成

前
の

関

税
制
度
を

問
題
に

す
る

の

は
､

独

占
形

成

後
の

関

税
制
度
と
の

相

違
を

把

握

す
る

た

め
で

あ

る
｡

(

一

)

独

占
形
成

前
の

関
税
制
度

ア

メ

リ

カ

で

砂
糖
輸
入

関
税
が

初
め
て

賦

課
さ

れ

た

の

は
一

七

八

九

年
､

独

立

革
命
を

経
て

敵

国
で

初
代
大

統
領
が

選

出
さ

れ

た

年
の

こ

と

で

あ

る
｡

こ

の

時
期
の

砂
糖
輸
入

関
税
は
､

ア

メ

リ

カ

本
土

の

精
製
糖
業
の

保

護
と

い

う

よ

り

は
､

む
し

ろ
政

府
の

財
政

(

2 2
)

収
入

を

目

的
と

す
る

も

の

で

あ
っ

た
｡

一

七

八

九

年
か

ら
一

八

四

二

年
ま

で

は
､

｢

黒
砂
糖
+

(

b

岩
弓
ロ

S
一

品
賀
)
､

｢

棒
砂
糖
+

(
-

○

已

∽

名
賀
)

､

｢

そ

の

他
+

等
の

別
に

輸
入

関
税
が

課
さ

れ
､

一

八

四

二

年
か

ら

ほ

原
料
糖
と

棉
製
糖
別

に
､

さ

ら
に
一

八
六
一

年
か

ら

は

オ

ラ

ン

ダ

式
含

糖

度
測

定

方

式
(

D

已
c

F

s

t

巴
-

d

賀
d
.

略

称

D
･

S
･

)

に

基
づ

い

て
､

糖

質
別
に

課
税
額
に

格
差
が
.
設

け

ら

れ

る

よ

う
に

な
っ

た

(

以

後
一

八

六
二
､

六

四
､

七

〇

年
に

課
税

(

2 3
)

額
が

修
正
さ

れ

た
)

｡

二

般
に
､

精
製
に

必

要
な

原
料
糖
に

対

し
て

は

低
関
税
､

直
接
消

費
糖
と

し
て

使
用
さ

れ

る

精
製
糖

(
r

①

抄

ロ
e

d

s

点

且
に

対

し

て

は

高
関

税
が

賦
課
さ

れ
､

こ

の

時

期
秒

関

税

制
度
に

精
製
糖
業
保
護
の

色

彩
が

全
く
な

か
っ

た

わ

け
で

は

な
い
｡

し

か

し

な
が

ら
､

砂
糖
輸
入

関

税
が

政

府
の

財
政

収

入

を

目

的

■
と

す
る

も
の

か

ら

精
製
糖

業
を

保

護
す
る

も
.
の

へ

と

変
化

し

始
め

た

の

は
､

ハ

ワ

イ

産
砂

糖
の

対

米

無
関

税
輸
出
が

規
定
さ

れ

た
､

ハ

ワ

イ
･

ア

メ

リ

カ

互

恵

条
約
(

前
述
)

の

こ

と

で

あ

る
｡

事
実
､

一

八

七

〇

年
の

関
税
法
と
一

八

八
三

年
の

モ

リ

ル

関

税

法
(

呂
?

邑
】

T

告
琵

A
c
t

)

を

比

較
す
る

と
､

課

税
額
の

相

違
が

顕

著
な

こ

と

が

わ

か

る
｡

一

八

七

〇

年
の

関

税
法
で

は
､

D
･

S
･

七

号

以
下
の

場
合
､

課

税
額
は

重

量
一

ポ

ン

ド

当

り
一

･

七

五

セ

ン

ト
､

D
･

S
･

七

-
一

〇

号
の

場
合
一

ボ

ン

ド

当
り

二

セ

ン

ト
､

D
･

S
･

一

〇

-
一

三

号
の

場
合
一

ポ

ン

ド

当

り
二

･

七

五

セ

ン

ト

で

あ
っ

た
｡

こ

れ

に

対
し
一

八

八
三

年
の

モ

リ

ル

関

税

法
で

は
､

D
･･

S
･

一

三

号

以

下
で

糖

度
(

p
O
-

P

ユ
N

邑
訂
n
)

七

五

以

下

の

場
合
､

課
税
額
は
一

ボ

ン

ド

当

り
一

･

四
セ

ン

ト

(

但
し
､

糖
度

七

五

以

上
の

場
合
､

こ

れ

に
一

ポ

ン

ド

当

り

〇
･

〇
四
セ

ン

ト

が

(

2 4
)

加
算
さ

れ

る
)

に

と

ど

ま
っ

た

の

で

あ

る
｡

(

二
)

独

占
形
成

後
の

関
税
制

度
･

一

八

九

〇

年
に

な
る

と
､

精
製
糖
業
の

原

料
糖
獲
得
に

対

す
る

経
済
的
利
益

を

明

確
に

擁
護
す
る

関
税
法
が

設
立
さ

れ

た
｡

マ

ッ

キ

ン

レ

ー

関
税
法

(

冒
c

只
小

n
】

①

y

→

賀
琵

A
c
t

)

が

こ

れ

で

あ

る
｡

同
関
税
法
で

ほ
､

本
土
の

甜
菜
･

甘

無
糖
業
の

エ

業
部
門
に

対

し

脱



一 橋論叢 第八 十 六 巻 第 二 号 ( 9 6 )

直
接
消
費
糖
重

量
一

ポ

ン

ド

当
り
二

セ

ン

ト

の

補
助
金
の

付

与
が

規
定
さ

れ

る
一

方
､

D
･

S
･

一

六

号

以

下
の

粗

糖
輸
入

が

無
関

(

25
)

税
と

さ

れ

た
の

で

あ

る
｡

し

か

し

な
が

ら
､

一

部
の

粗
糖
輸

入

を

無
関
税
と

し

た
マ

ッ

キ

ン

レ

ー

関
税
法
ほ
､

は

や

く

も
ー

八

九

四

年
に

ウ

ィ

ル

ソ

ン

関
税
法
(

W
i

-

仏

O

n

T
p

ユ
托

A
c

t

)

に

よ
っ

て

修

正

さ

れ
た
｡

同

関
税
法
で

は
､

甜
菜
･

甘

庶
精
美
に

対

す
る

補
助

金
が

廃
止
さ

れ

る
一

方
､

D
･

S
･

〓
ハ

号
以

下
の

輸
入

粗

糖
に

対

し
て

四

〇
%
の

従

価
税
か

賦
課
さ

れ

た
｡

さ

ら
に
､

一

八

九
七

年
の

デ
ィ

ン

グ

レ

ー

関
税
法

(

D

F
色
2

y

T
p

ユ
輪

A
c
t
)

で

は

従

価
税
方

式
が

撤
廃
さ

れ
､

D
･

S
･

一

六

号

以

下
の

輸
入

粗

糖
に

対

し
一

ポ

ン

ド

当
り

〇
･

九

五

セ

ン

ト
､

精

製

糖
お

よ

び

D
･

S
･

一

六

号
以

上
の

輸
入

粗
糖
に

対

し

て

ほ
一

ポ

ン

ド

当
り
一

･

(

2 6
)

九
五
■セ
ン

ト

の

輸
入

関

税
が

賦
課
さ

れ

た

の

で

あ

る
｡

と
こ

ろ
が
､

外

国
産
砂
糖
一

般
に

賦
課
さ

れ

た

関
税
法
は
､

島

映
地

域
や

キ
ュ

ー
バ

に

そ

の

ま

ま

適
用
さ

れ

る

こ

と

は

な
か

っ

た
｡

キ
ュ

ー

バ

に

つ

い

て

み

る

と
､

一

九

〇
三

年
の

キ
ュ

ー

バ

･

ア

メ

リ

カ

互

恵

条
約
(

河
e

c

首
岩
C
-

t

y

ゴ
2

p
t

y
)

に

よ
っ

て
､

キ
ュ

ー

(

2 7
)

パ

盛
砂
糖
に

対

し
二

〇

%
の

関
税
削
減
措
置
が

与

え

ら
れ

た

た

め
､

対
キ

ュ

ー

バ

産
粗

糖
(

糖
度
九
六
)

輸
入

関

税
は
一

ポ

ン

ド

当

り

一

･

三

四

八
セ

ン

ト

と

な
っ

た
｡

他
方
､

ハ

ヮ

√

は
一

八

九

八

年

に

ア

メ

リ

カ

に

併
合
さ

れ
･て
お
･
り
､

プ

エ

ル

ミ
リ

｡

は
一

九

〇

湖

(

お
)

一

年
か

ら

砂

糖
の

無
関

税
輸
出
が

規
定

さ

れ

た
｡

フ

ィ

リ

ピ

ン

に

対
し

て
■
も
一

九

〇

九

年
の

ペ

イ

ン

･

オ

ル

ド

リ

ソ

テ

関

税

法

(

P
P

y
n

?
A
-

d

旨
F

ざ
r

琵

♭
ト
t

)

に

よ
っ

て

量
的

制

限

付

で

砂

(

2 9
)

糖
の

無
関

税
輸
出
が

認
め

ら

れ

た
｡

さ

ら
に
一

九
一

三

年
の

ア

ン

ダ

ー

ウ

ァ

ド
･

サ

イ
モ

ン

ズ

関

税
法

(

亡
n
d
e

⊇
1

0
0

d

由
ヨ
m
O

n
S

→
P

ユ
托

ト
〔
t

)

ほ
､

輸
入

砂
糖
全

般
に

対
し
二

五

%
の

関

税

削

減

を

行
七
っ

た

の

で
､

こ

の

結
果
､

対
キ

テ

ー
パ

産
粗

糖
(

糖
度
九

六
)

輸
入

関

税
は
一

ボ

ン

ド

当

り
一

･

〇

〇
四

八
セ

ン

ト

に

低
減

(

3 0
)

さ

れ

た
｡

ま

た
､

フ

ィ

リ

ゼ

シ

産
砂
糖
に

対

す

る

無
関

税
輸
出
制

(

31
)

限
規
定

も

同

年
撤
廃
さ

れ
､

こ

こ

に

お

い

て
､

キ
ュ

ー

バ

や

島
喚

地

域
を

原
料
糖
供

給
地

域

と

す
る

｢

砂

糖
ト

ラ

ス

ト
+

に

有
利
な

関
税
制
度
が

確
立

し

た

の

で

あ

る
｡

一

九
一

三

年
に

制
定
さ

れ

た

ア

ン

ダ

ー

ウ

ッ

ド
･

サ

イ

モ

ン

ズ

関
税
法

は
､

第
一

次

大

戦
中
と

そ
の

直

後
の

砂
糖
不

足
を

背
景
と

し

た

糖

価
高

騰
期
に

有
利
な

低
関
税
政

策
の

基

盤
と

な
っ

た
｡

し

か

し
､

こ

の

時
期
の

砂
糖
不

足
が
一

段
落
し
た
一

九
二
一

年
に

な

る

と
､

糖
価
が

急

速
に

下

落
し

た

た

め

(

第
1

図
)

､

･

ア

メ

リ

カ

議
会
は
､

.
本
土

の

甜
菜
･

甘

煮
糖
業
の

保

護
を

目

的

と

し
て
､

同

年
､

緊
急

関
税
法
案
(

田

m
e

品
e

n
C

叫

丁

邑
持

担
-

【

)

を

通

過
さ

せ

一

し

A

オ

･

埠

ド

〆

ド

態

胡

■∀

叫

.

.

"

け

瞥

粗
一

触

,

¢

+

ド
ー

2



せキ
卓

判
】

■

如

叫

､

叫

ヰ

叫

碑

封

,

刊

乙

叫

▲

一
.

▼

メ

･

ね

町

中

( 9 7 ) ア メ リ カ 砂糖 政策 に 関 す る 一 考察

第 1 図 ニ
ュ

ー

ヨ
ー

ク 市場の 粗糖相場 と対 キ ュ
ー バ 産 粗糖輸入関 税 (1 9 0 0 - 3 6 年)

セ ン ト

京茄
13

12

11

10

9

粗糖( 関税込) 価格

･対 キ ュ
ー バ 産;阻糖輸入関税

05 10 15 20 2 5 3 0 3 5 4019 00

出所 D a lt o n
.
J ･ E . , 5 〟 g αγご 』 C が β 5 血豆γ 〆 G o 〃β′件 桝 β如 C o 畑 ′O J, N e w Y o rk , M a c 址i11 a n C o. ,

19 3 7
, p .

2 9 .

注 * 1 9 3 6 年 の 粗糖価頼ほ 6 カ月平埼｡ 他年度l王すべ て年平島値｡

た
｡

高
関

税
政

策
期
の

幕
明

け
で

あ

る
｡

同

関
税
法
で

は
､

一

般
外

国
産
粗

糖

(

糖
度
七
五
)

に

対

し
一

ポ

ン

ド

当

り

一

･

一

六
セ

ン

ト

の

関
税
が

賦
課
さ

れ
､

キ
ュ

ー

バ

塵
粗

糖

(

糖
度
九

六
)

に

対

し
て

は
一

ポ

ン

ド

当

り
一

･

六

〇

セ

ン

ト

の

関

税
が

課
せ

ら

れ

た
｡

続
い

て
､

一

九
二

二

年
の

フ

ォ

ー

ド

ニ

ィ

･

マ

ッ

カ

ン

パ

一

関
税

法
(

句
○

コ
】

n
①

て
呂
c

C
亡

ヨ
･

b
｡
r

.
T

邑
抽

A
c
t

)

で

は
､

対

キ
ュ

ー
バ

産
粗

糖
(

糖

度
九

六
)

輸
入

関
税
が
一

ポ

ン

ド

当
り
一

･

七

六

四

八
セ

ン

ト

に

引
き

上

げ
ら

れ

た
｡

そ
の

後
､

糖
価
ほ

や

や

安

定
を

取
り

戻

し
た

が
､

一

九
二

〇

年
代

後
半
に

下

落
し

始
め
､

と

く

に
一

九
二

九

年
の

大

恐

慌
以

後
に

低

落
が

顕

著
と

な
っ

た
｡

こ

の

た

め
､

一

九
三

〇

年
に

ホ

ー

レ

イ
･

ス

ム

ー

ト

関

税
法

(

H
P

W
-

e

y
J

S

m
0
0
t

T

胃
琵

A
c
t

)

が

制

定

さ

れ
､

こ

れ

に

ょ

っ

て

対
一

般
外

国

産
粗

糖
(

糖

度
七

五
)

輸
入

関

税
は
一

ポ

ン

ド

当

り
一

･

七
一

二

五

セ

ン

ト
､

対
キ

ュ

ー

バ

産
粗

糖

(

詔
)

(

糖
度
九
五
)

輸
入

関
税
は

二

セ

ン

ト

と

な
っ

た
の

で

あ

る
｡

し

か

し

な
が

ら
､

一

九
二

〇

年
代
の

高
関
税
政

策
ほ
一

九

二

九

年
の

大

恐

慌
以

後
き

わ

め

て

深
刻
な

問
題
を

投
げ

か

け

た
｡

大
恐

慌
後
糖
価
下

落
が

顕
著
と

な

り
､

本
土
の

甜
菜
･

甘
煮
糖
業
保
護
を

目

的
と

し

て

砂
糖
の

輸
入

関
税
が

引

き

上

汐



一 橋論叢 第八 十 六 巻 第二 号 ( 9 8 )

第 1 表 砂 糖割当 の 実態 ( 19 3 4 - 4 1 年)

( 単位 : 1( X 氾 シ 喜一ト ･

ト ン
(1)
, カ ツ コ 内 % )

19 4 11 9 3 71 93 4
( 皇)

2
,
2 3 0 ( 2 4 .8)

4 4 5 (
4)
( 4 .9)

9 9 4 (
占)
( 1 1 .0)

1
,
1 4 8 (1 2 .8)

9 8 3 (
8)
(1 0 .9)

2
,
7 5 0 (3 0 ･6)

1 3 (0 ･1)

4 4 0 ( 4 .9)

( 2 3 .2)

( 6 .3)

(1 4 .0)

(1 1 .9)

(1 5 .4)

(2 8 .6)

( 0 .1)

( 0 .4)

一

一

5

0

5

7

1

1

1

犯

叶

1 4

1 2

1 6

3 0

叶

一

(

(

(

(

(

0

〇

一

)ヽ

1

-7

4

5

4 5

2 6

9 3

8 2

0 3

9 4

一

l

l

l

ア メ リ カ 本土 産甜菜糖

ア メ リ
■
ヵ 本 土 産甘煮糖(

8)

ハ ワ イ

プ ェ ル ト ･ ワ コ

フ ィ リ ピ ン

キ ュ
ー バ

ヴ ァ
ー ジ ン 諸 島

そ の 他

合 計 l 6 , 45 2 ( 1 0 0 ･ 0) l - (1 0 0 .0) l 9 ,0 0 3 (1 0 0 .0)

出所 1 9 3 4 年- D a】t o 皿 , J ･ E り S u g a r : A C 郎 β 5 ′吻 〆 G o むどγ乃 桝 β畑 C o 血 γ∂J , N e - V Y o rk , 址 a c M i11a n
払 ･

,
1 9 3 7

, p p ･ 1 0 2 , 1 0 7; 1 9 37 年- T n m e ち J . T . , 肋 r点戚 抄g 〆 さ伽g α′, E o m 師 0 叫 Ⅰ】1 . , R 血 打 d D .

Ⅰ Ⅳ in
,
1 9 3 5

, p ･ 8 5 ; 1 9 4 1 年- d 方 肋 蕗 仰 点 〆 才力ど 5 岬 ′ 伽 d O ′ゐβ′ 血 血 s′′J g∫ 古雅 肋 ･ P ゐ盲J 妙古雅 ` 5 ,
凹 a n ila

,
S l lg a r N e Ⅵ唱 P r e s s , 1 95 3

, p .
1 3 4一′

注 (1 ) 粗糖換算 ｡

(2 ) 同年 2 月 8 日大統領カー下院に捷出し た割 当原案 ｡ 同年義金 で 承認 さ れ た 割 当 量 Iま, 捻 量 糾 5 万
2 ㈱ シ

耳
- ト ー ン , ア メ リ カ本土産甜菜糖 u 5 万 2(X 氾 シ ‡

-

ト ト ン
, 甘 藍糖 2 6 万 シ 三 - ト

ト ン
, その他 の 地域 ･ 諸国 へ の 割 当土 恥 全体 で , 原案 よ りも 1 0 万 シ 耳- ト ･ ト ン 減少し た ｡

(3) 原表 で I土, ル イ ジア ナ州 ･

フ ロ リ ダ州 と記入 ｡

(4) 割当王 5 6 万 民 00 シ ョ
ー

ト ト ン か ら , キ ューバ と 咽 内+ ( 本土 の 胤 ′ ､ ワ イ
,
プ エ ル ト リ コ

,

ヴァ
ー

ジ ン 諸島) に 再割当され た 1 2 万 1 00 0 シ ュー ト ト ン を差 し 引い た歎 胤
( 5) 割当量 1 2 6 万 4C O O シ 才

一

ト
･

ト ン か ら キ ュ
ー バ と ｢ 国内+ に再割当 され た 2 7 万 シ ュー ト ト ン を

差 し引い た 数倍 ｡

( 6) 割当量 13 8 万 7 ∝沿 シ ョ
ー

ト ト ン か ら キ ューノ寸以外の 諸外国 に再割当 され た 4 0 万 5 0 の シ ュ ート
ト ン を差 し引 い た 数億 ｡

げ

ら
れ

た

結
果
(

前
述
)

､

キ
ュ

ー
バ

産

砂

糖
の

諮り〟

ア

メ

リ

カ

砂
糖
市
場
へ

の

参

入

が

困

難
と

な
っ

た

か

ら

で

あ

る

(

次

節
で

詳
述
)

｡

こ

う

し

た

状

況
の

下

で
､

一

九
三

四

年
に

大

統

領

行

政
･
布

告

(

E

翌
2
t

才
e

勺

3
已
P

m
p

江
O

n
)

が

発

令
さ

れ
､

対
一

般
外

国
産
粗

糖
(

糖
度
七

五
)

輸
入

関
税
が

一

ポ

ン

ド

当

り
一

･

二

八

四

三

七
五

セ

ン

ト

に
､

対

キ
ュ

ー

バ

産

粗

糖
(

糖
度
九

六
)

輸
入

関
税
が

一

ポ

ン

ド

当
り
一

･

五

セ

ン

ト

に

ま
で

引
き

下

げ

･

ら

れ

た
｡

さ

ら
に

同
年
の

相

互

貿

易

協

定

(

河
e
･

已
勺

岩
C
叫

t

y

→

計
計
A

笥
O
e

日

昌
t

)

に

基
づ

い

て
､

従

来
二

〇
%

で

あ
っ

た

対
キ

ュ

ー
バ

産
砂

糖
輸
入

関
税
削
減
率
が

四

〇

%
に

引

き

上

げ
ら

れ

た
｡

こ

う
し
て

キ
ュ

ー
バ

産
粗

糖
(

糖
度
九
六
)

輸
入

関

税
は
､

一

ボ

ン

ド

当

り

〇
･

九
セ

ン

ト

ま

で

低
下

(

3 3
)

し
た

の

で

あ

る
｡

キ
ュ

ー

バ

糖
業
救
済
の

た

め

の

こ

れ

ら
一

連
の

措
置
は
､

従

来
高
関
税
政

策
下
に

保
護
さ

れ

て

き

た

本
土
の

甜
菜
･

甘

藍
槍
業
に

対

し

大

打

撃
を

与

え
る

こ

と

は

必

至
で

あ

っ

た
｡

こ

こ

に

お

い

て
､

･ ネ

ス

専

野

㌔

ド

斗

･

舶

噂

呵

′

l}

.

ゲ

粗

†

h

.

ゆ



い

.一

丸

･ 入

H

_
ワ

､

-

叫

､

1

｡

叫

.≠

”

､

i

巾

叫

▲
【

-

叫

..

叫

.

叫

独

占
形
成
後
の

一

八

九

〇

年
代
か

ら

四

〇

年
余
り
に

わ

た
っ

て

維

持
さ

れ

て

き

た
､

関
税
制
度
を

基

軸
と

す

る

砂

糖
政

策
ほ

行
き

詰

ま

り
､

代
わ
っ

て

割
当

制
度
が

導
入

さ

れ

た

の

で

あ

る
｡

割
当

制

度
は
､

｢

一

九

三

四

年

砂

糖

法
+

(

S
+

品
賀

A
c
t

O
{

ー

巴
阜
)

､

通

称
ジ

ョ

ー

ン

ズ

･

コ

ス

テ

イ

ガ

ン

法

(

糾
)

笥
ロ

A
c
t

)

に

よ

っ

て

規
定

さ

れ

た
｡

同

法
は
､

の

砂
糖
消
費
量
を

年
間
六

四

五
･

二

万
シ

ョ

ー

ト

う
え
.
で
､

そ

の

う
ち
一

八
一

万
シ

ョ

ー

ト
･

ト

ン

(

-

○

ロ
①

?
C
O
S

t

T

ア

メ

リ

カ

本

土

(

3 5
)

･

ト

ン

と

し

た

(

甜
菜
糖
一

五

( 9 9 ) ア メ,ワ
カ 砂 確率革に 関 す る

一 考察

五

万
シ

ョ

ー

ト
･

ト

ン
､

甘

庶
糖
二

六

万
シ

ョ

ー

ト
･

ト

ン

)

を

本

土
の

甜
菜
･

甘

薦
糖

業
に

割
り
当

て
､

残

余
分
を
一

九
二

五

年

か

ら
三

三

年
ま

で

の

九

年
間
の

う
ち

｢

最
軒
代

表
的

な
三

カ

年
+

(

t

F
e

い

m
O
S
t

r

e

p
【
e

S

e

ロ
t

巴
F

召

3
賀
S

)

の

対

米
輸

出

量
を

基

礎
と

し
て

本
土

外
の

供
給
国
･

供
給
地

域
に

配
分
し

た

も
の

で

あ

(

3 6
)

る

(

第
1

表
)

｡

こ

の

よ

う
に

絶
対

割
当
量
を

規
定

し
た
一

九
三

野

年
砂
糖
法
は
､

一

九
三

七

年
に

改
正

さ

れ
､

こ

れ

ほ
一

九

四
七

年
末
ま
で

有
効
と

さ

れ

た
｡

こ

の

｢

一

九
三

七

牛
砂
糖
法
+

(

S

点
賀

A
c

t

.〇

ご
巴
N

)

-
但
し
､

第
二

次

大
戦
の

た

め
一

九

四
二

1
四
四

年
ま
で

ヰ

噺

-
ほ
､

割

当

比

率
を

示
し

た

も
の

で
､

｢

国
内
+

(

本
土
の

他
､

ハ

ワ

イ
､

プ

エ

ル

ト
･
･

リ

コ

､

.

ヴ
ァ

ー

ジ

ン

諸

島
)

に

対

し

五

五
･

五

九

%
､

｢

国
列
+

(

キ

ュ

ー

バ
､

フ

ィ

リ
ピ

ン
､

そ

の

他
)

(

3 7
)

に

対

し

四

四
･

四
一

%
が

割
り

当
て

ら

れ

た
｡

か

く

し
て
､

第
二

次

大

戦
の

勃
発
に

よ
っ

て

割
当

制
度
の

施

行
が
一

時
中
断
さ

れ

た

一

九

四

二

年
ま

で

に
､

第
一

表
に

示
さ

れ

る

各
国
･

各
地

域
の

割

当

分

布
が

定

着
し

た

の

で

あ
る
｡

以

上
､

独

占
形
成

前
の

関
税
制
度
を

も

射
程
に

入

れ

な
が

ら
､

独

占
形
成

後
か

ら

第
二

次

大
戦
勃
発
直
後
ま

で

の

関
税
制
度
と

割

当

制
度
を

概
観
し
た
｡

次

節
で

ほ
､

本
節
に

お

け

る

ア

メ

リ

カ

砂

糖
政

策
の

考
察
を

踏
ま

え

て
､

二

〇

世

紀
前
半
の

ア

メ

リ

カ

砂
糖

市
場
の

構
造

変
化
を

把
握

す
る
｡

三

ア

メ

リ

カ

砂
糖
市
場
の

構
造

変
化

前
節
で

示

し

た
よ

う
に
､

ア

メ

リ

カ

政

府
の

砂
糖

政

策
は

四

つ

の

時
期
に

区

分

し
て

論
じ

る

こ

と
が

で

き

た
｡

(

一

)

一

八

九

〇

-
一

九
一

二

/
一

三

年

-
精
製
糖

業
に

有

利
な

関
税
率
が

設

定

さ

れ

た

時
期
､

(

二
)

一

九
一

三

-
二

ヲ
ニ

ー

年

-
精

製

糖

業
に

有

利
な

関
税
率
が

維
持
さ

れ

た
､

低
関

税

政

策

期
､

(

三
)

一

九
二
一

-
三

三

/
三

四

年

-
精
製
糖
業
と

甜
菜

糖
業
の

双

方

の

利
益
に

見
合
う
形
で

閉
凝
率
が

修
正
さ

れ

た
､

高
関
税
政

策
期
､

(

四
)

l

一

九
三

四

-
四
一

/
四
二

年

-
一

九
二

九

年
の

大

恐

慌

脚
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一 橋論叢 第八 十六 巷 第 二 号 (1 0 0)

ア メ リ カ 砂糖生 産量 ･ 輸入 量(
1 )
( 18 9 0

- 1 9 4 5 年)

掩供給量(2)

プ エ ルト ･ リコ 塵砂糖

リビン 産砂糖

ア メリカ

本土産甘簾糖

ア メリカ本土産甜菜糖

′､
-

◆

′
ヽ

ヽ

-
･

､ ノ
′

A ㌧′
′
⊥､

ノ
ー
ー ー ー ′

′
■
､

ヽ ′
′

95 ･ 1900 05 10 15 20 25 3 0 35 4 0 4 5

年度(4)

出所 1畠卿-一貼 年; 5 伽脚 7 且すβγβ 伽 β 劫 0点 α 如 か盲′βd or ァ, ヱタガ , n . p . 1 9 3 6 , p . ヰ9 ; 1 9 00 -

ヰ5 年 ; T n 皿 α ,
J ･ T り 必 α ′た`′ ∽ g 〆 5 伽g α r , H o m 師 0 0 d , Ill り R i 血 打 d . D , I r w in

,
1 9 5 5

, A p p e n 血 Ⅹ.

注 (1 ) 粗糖換算｡

(2 ) ヴァージ ン 諸島を含む ｡ 同諸島 の 各年の 輸出量 は 1 万 シ 喜 一 ト ト ン 前後な の で , 本国に ほ示 さ な い ｡

(3 ) 1 舛 2 - 4 5 年に再輸出用 とし て倫 入された 1小 一 は万 シ す- ト I ン を 除く｡
(4 ) 年度 : 1 8 恥- 1 9 1 8 年は 会計年度, 1 91 9 - ヰ5 年は暦年に よる ｡ 但し , アメ ワ カ本土産甜菜糖 ･ 甘煮 糖 の

場句 1 珊
一

淵 和ま作物年度 に よ る○

以 0



( 1 0 1) ア メ リ カ 砂糖政 策 に 関 す る
一 考察

和

み

b

ぷ
ワ

.

-

珊

-

1

-

叫

.早

か

.

叫

軸

i
呵

.

か

.

･
叫

･
･㍉

･榊

に

よ
っ

て

高
関
税
政

策
が

破

綻
し
､

割
当

制
度
が

導
入

さ

れ

た

時

期
｡

本

節
で

は
､

こ

の

四
つ

の

時
期
の

砂
糖
政

策
の

展
開
が

砂
糖

市
場
の

変
化
に

い

か

な

る

形
で

反

映

し
て

い

た

の

か

を

明

ら
か

に

し

た
い
｡

以

下
､

第
2■

図
に

し

た
が

っ

て

考
察
す
る
｡

(

一

)

一

八

九

〇

-
一

九
一

二

/
一

三

年

独

占
形
成

後
約
二

〇

年
間
の

砂
糖
市
場
の

特
徴
は
､

第
一

に
､

砂
糖
供

給

量
の

順
調

な

増
加
で

あ

る
｡

本

土
の

生

産
量
と

キ
ュ

ー

バ

･

島
隣
地

域
･

そ

の

他

諸

外

国
か

ら
の

輸
入

量
を

含
め

た

砂

糖

供
給

量
は
､

一

八

九

〇

年
に
一

七
一

万
シ

ョ

ー

ト
･

ト

ン

で

あ
っ

た

が
､

一

九

〇

〇

年
に

は

二

四
一

万
シ

｡

-

ト
･

ト

ン

に
､

さ

ら

に
一

九
一

二

年
に

ほ

三

九
三

万
シ

ョ

ー

ト
･

ト

ン

に

増
加
し
､

こ

の

間
の

増
加
率
は

二

二
二

倍
(

年
平

均
〇
･

一

倍
)

に

達
し

た
｡

第
二

に

指
摘
す
べ

き

特
徴
は
､

本
土
の

甜
菜
糖
生

産
と

キ
ュ

ー

バ

産
砂

糖
の

輸
入
が

増
加
し

た

の

に

対
し
､

本

土
の

甘

庶
糖
生

産

量
と
一

般
外

国
産
砂
糖
輸
入

が

激
減
し
た

こ

と

で

あ

る
｡

第
2

囲

で

は
一

八

九

〇

-
九

九

年
の

甜
菜
糖
･

せ
薦
糖
の

供
給
量
統

計
が

分

離
さ

れ

て

い

な
い

の

で
､

こ

の

間
の

供
給
稔
量
に

対

す
る

そ

れ

ぞ

れ

の

比
率
ほ

不

明
で

あ

る
｡

し

た

が
っ

て
一

九
〇

〇

-
一

三

年

に

つ

い

て

み

る

と
､

一

九

〇

〇

年
に

甜
菜
糖
は

供
給

総
量
の

わ

ず

か

四

%
を

占
め

る

に

す

ぎ

な
か

っ

た

の

に

対

し
〔

甘

煮
糖

ほ
一

三

%

を

占
め

て

い

た
｡

と
こ

ろ
が
､

一

九

〇
五

-
一

〇

年
に

甜
菜

糖
の

供

給
賂
量
に

占
め

る

比

率
は
､

甘

庶
糖
の

供

給
比

率
を

超
え

る

よ

う
に

な
っ

た
｡

一

九
一

〇

-
一

三

年
に

は

甘

庶
糖
の

供
給
比

率
が

四

-
一

〇

%
に

低
下

し

た

の

に

対

し
､

甜
菜
糖
の

供
給
比

率

ほ
一

四

1
一

九

%
に

達
し

た

の

で

あ
る
｡

他
方
､

キ
ュ

ー

バ

産
砂
糖
の

供
給
比

率
の

増
加
は
､

甜
菜

糖
の

そ

れ

を

凌
駕
す

る

も
の

で

あ
っ

た
｡

キ
ュ

ー

バ

産
砂
糖
は
､

す
で

に
一

九
世

紀
後
半
か

ら
ア

メ

リ

カ

砂
糖
市
場
で

重

要
な

位
置
を

占

め

て

お

り
､

そ

の

供
給
比

率
は
+

八

九

〇

年
に

三

〇

%
､

一

八

九

五

年
に

は

四

二

%
で

あ
っ

た
｡

そ

の

後
､

一

九

〇

〇

1
0
土

牛
に

米
西

戦
争
の

影

響
を

受
け
で

キ
ュ

ー

バ

産
砂
糖
輸
入

量
は

激
減
し
､

そ

の

供

給
比

率
は
二

〇

%

を

下

回
っ

た
｡

し

か

し
一

九

〇
三

年
以

後
輸
入

量
は

順
調
に

増
加

し
､

一

九

〇
六

-

二
一

年
に

償
給

比

率

は
一

九

〇

八

1
〇

九

年
を

除
い

て

四

〇
%

を

超
え

て

い

た
｡

こ

れ

に

対

し
て
､

島
峡
地

域
の

供
給
比

率
は
､

こ

の

時
期
に

大

幅
に

変

化
す
る

こ

と
は

な

か

っ

た
｡

と
こ

ろ

で
､

キ

ュ

ー

バ

産
砂
糖
輸

入

量
の

増
加
と

反

比

例
す
る

か

の

ご

と

く

輸
入

量
が

激
減
し

て

い

っ

た

の

が
､

一

般
外

国
産
砂

糖
で

あ

る
｡

一

般
外

国

産
砂
糖
の

供
給
比

率
は
一

八

九

〇

年
か

ら

一

九

〇
〇

年
初

頭
に

三

〇

1
五

〇

%

以

上
に

達
し

て

い

た
｡

し
か

組



一

橋 論叢 第 八 十六 巻 第二 号 (1 0 2)

し
､

そ

の

後
比

率
が

低
下

し
､

一

九
一

〇

年

代

初

頭
に

は

四

-

六

%
に

ま
で

落
ち
込

み
､

以

後
ア

メ

リ

カ

砂
糖
市

場
か

ら
ほ

ぼ

姿

を

消

す
こ

と

に

な

る

の

で

あ

る
｡

(

二
)

一

九
一

三

-
二

〇

/
二
一

年

キ

ュ

ー

バ

と

島
喚
地

域
か

ら
の

原
料
糖
輸
入
に

有
利
な

関

税
政

策
が

展
開
さ

れ

た
こ

の

時

期
に

は
､

一

九
一

〇

年
代
初
頭
に

形
成

さ

れ

た

市

場
構
造

が

ほ

ぼ

そ

の

ま

ま

維
持
さ

れ

た

の

で

あ

る

が
､

そ

れ

で

も
､

若
干
の

変
化
を

指
摘
す
る
y

～

と

が

で

き

る
｡

ま

ず
､

砂

糖
供

給
量
が

世

紀
転
換
期
を

は

さ

ん

だ

二

〇

年
間
よ

れ

も

加
速
度
的
に

増
加

し

た

こ

と

が

明

ら
か

で

あ

る
｡

一

九
一

三

-
二

〇

年
の

供
給
量
は

四

三

八
万
シ

ョ

ー

ト
･

ト

ン

か

ら
六

三

四

万
シ

ョ

ー

ト
･

ト

ン

に

増
加

し

て

お

り
､

増

加

率
は

丁
四

倍

(

年
平

均
〇
･

二

倍
)

で

あ
っ

た
｡

他

方
､

各
国
･

各
地

域
の

供
給
比

率
に

は
､

一

八

九

〇

1
一

九

一

二

/
一

三

年
に

見
ら
れ

た

よ

う
な

大
幅
な

変
動
は

な
い
｡

本
土

の

甘

庶
糖
の

供
給
此

率
が

五

-
六

%
か

ら
二

-
三

%

に

低
下

し
た

こ

と
､

キ

ュ

ー

バ

産
砂
糖
の

供
給
比

率
が

五

〇

-
六

〇

%

台
に

達

す

る

よ

う
に

な
っ

た
こ

と
を
､

こ

の

時
期
の

変
化

と

し
て

把

握
す

る

こ

と

が

で

き

る
｡

そ

の

他
の

供

給
此

率
を

掲
げ
る

と
､

本
土

産

甜
菜
糖
一

七

1
一

八

%
､

ハ

ワ

イ

産
砂

糖
一

〇

-
一

四

%
､

プ

エ

ル

ト
.

リ
｡

産
砂
糖

六

⊥
○

%
､

フ

ィ

リ

ピ

ン

産

砂

糖

丁
■
湖

四
%

で

あ

り
､

島
峡
地

域
ほ

無
関
税
輸
出
の

恩

恵
を

受
け
つ

つ

も
､

こ

の

時
期
に

は

供
給
量
･

輸
出
量
が

大

幅
に

増
加
す
る

こ

と

ほ

な

か
っ

た
の

で

あ

る
｡

(

三
)

一

九
二
一

-
三

三

/
三

四

年

第
一

次
大

戦
後
の

糖
価
下

落
を

実
機

と

し
て

開
始
さ

れ

た

高
関

税
政

策
期
の

市
場
構
造
の

特

徴
は
､

第
一

に
､

す
で

に

考
察
し

た

二

つ

の

時
期

と
は

異
な

り
､

供

給
量
が

ほ

と

ん

ど

変
化

し

な
か

っ

た

こ

と
､

第
二

に
､

一

九
二

ひ

年
代
に

は

各

国
･

各
地

域
の

供
給

比

率
は
一

九
一

〇

年
代

と

ほ

ぼ

同

様
で

あ
っ

た

が
､

一

九
二

九

年

の

大

恐

慌
後
に

キ
ュ

ー

バ

の

供
給
此

率
が

激
減
し
､

代
わ

っ

て

本

土

並
び

に

島
映
地

域
の

供
給
此

率
が

急

増
し

た
こ

と
で

あ

る
｡

一

九
二
一

1
三

三

年
の

砂
糖
供
給
量

は
､

一

九
二

二
･

二

三

両

年
を

除
い

て

六

〇

〇

-
七

〇

〇
万
シ

ョ

ー

ト
･

ト

ン

台
を

上

下

し
､

こ

の

時
期
に

ア

メ

リ

カ

本
土
の

砂
糖
消

費
量
は

ほ

ぼ

頭
打
ち

と

な

っ

て

い

た

こ

と

を

示

唆
し

て

い

る
｡

こ

の

よ

う
に

市
場
が

飽
和
状

態

に

あ
っ

た

時
､

一

九
二

九

年
の

大
恐

慌
を

契
機
と

し
て

糖
価
が

下

落
し
､

関

税
が

大
幅
に

引

き

上

げ

ら
れ

た

の

で

あ

る
｡

関

税
引
き

上

げ
の

影

響
を

ま

と
も

に

受
け

た
の

が
､

キ
ュ

ー

バ

産
砂

糖
で

あ
っ

た
｡

キ
ュ

ー

バ

産
砂

糖
の

供
給
比

率
は
､

一

九
二

ヰ

ト

カ

メ

比
t
≠

←

√

卜

皐

伽

≠

呵

さ

し

叶
一

事
.

由

一

咋
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‥

¶

』
■

.

-

刊

.

叫

メ

叫

･
細

叫

1

叫

▲
可

-

り

.t.

≠

御

一

-
二

九

年
ま
で

四

五

-
六

〇
%
の

間
を

上

下
し

て

い

た

が
､

一

九

三

〇

-
三
一

年
に

そ

の

比

率
は

三

五

-
四

〇
%
､

一

九
三

二

-

三

三

年
に

は

二

五

1
三

〇
%
へ

と

低
下

し
た
｡

と
こ

ろ

が

本

土

並
び

に

島
映
地

域
は

キ
ュ

ー

バ

と

は

対

照

的
に
､

大
恐

慌
以

後
供
給

比

率
を

増

加
さ

せ

た

の

で

あ
る
｡

本
土

産

甜
菜

糖
の

供
給
比

率
は
一

〇

%

台
か

ら
二

〇

%

台
へ

､

甘

薦
糖
の

供
給

比

率
は
一

-
五

%
か

ら
五

-
八

%
へ

､

ハ

ワ

イ

産
砂
糖
の

供
給
比

率
は
一

〇

%

前
後
か

ら
一

五

%

前
後
へ

､

プ

エ

ル

ト
･

リ

コ

産
砂

糖
の

供
給
比

率
は

五

-
一

〇
%

か

ら
一

〇

-
一

五

%
へ

､

そ

し
て

フ

ィ

リ

ピ

ン

産
砂
糖
の

供
給
比

率
は

五

-
一

〇

%
か

ら
一

〇

-
二

〇

%
へ

と

増
加
し

た
｡

し
た

が
っ

･
て
､

大

恐

慌
以

後
の

キ
ュ

ー

バ

産
砂
糖
輸
入
の

激
減
は
､

無

関
税
輸
出
の

優
遇
措
置
を

受
け

る

本

土
と

島
峡
地

域
か

ら
の

供
給
増
加
と

表
裏
一

体
わ

関
係
に

あ
っ

た

(

認
)

の
､

で

あ

る
｡

(

四
)

一

九
三

四

-
四
一

/
四
二

年

一

九
三

四

-
四
一

/
四
二

年
に

は

割
当

制

度
に

よ

っ

て

各

国
･

各

地

域
の

供
給
量
に

制
限
が

設
け

ら

れ

た
の

で
､

こ

の

時
期
に

は

も
は

や

各

国
･

各
地

域
の

供

給
比

率
が

大

き

く

変
動
す
る

こ

と
は

な
か

っ

た
｡

供
給

総
量
は
一

九
三

九
･

四
一

両

年
に

七

〇
〇

-
八

〇

〇
万
シ

ョ

ー

ト
･

ト

ン

台
に

達
し
､

一

九

四
二

年
に

は

五

〇
〇

万
シ

ョ

ー

ト
･

ト

ン

台
に

落
ち

込
ん

だ

も
の

の
､

そ

の

他
の

年
で

は

六

〇

〇
万
シ

ョ

ー

ト
･

ト

ン

台
で

安

定
し
て

い

た
｡

供
給

比

率
分
布

を

み

る

と
､

本
土

産
甜
菜
糖
が
一

人
-
三

〇

%

強
､

甘

庶
糖
が

四

1
八

%
､

島
嗅
地

域
を

構
成

す
る

ハ

ワ

イ
､

プ

エ

ル

ト
･

リ
コ

､

フ

ィ

リ

ピ

ン

各
国
･

各
地

域

産
砂

糖
が

そ

れ

ぞ

れ
一

〇

-
一

五

%

強
､

そ

し
て

キ
ュ

ー

バ

産
砂
糖
が

二

五

-
三

五

%
で

あ
っ

た
｡

こ

の

時
期
の

キ
ュ

ー
バ

産
砂
糖
の

供
給
比

率
で

あ
る

二

五

-
三
一

%

は
､

キ
ュ

ー

バ

産
砂
糖
が

ア

メ

リ

カ

砂
糖
市

場
七

最
も

重

要
な

役
割

を

担
っ

た
､

一

九
一

〇

年
代
後
半
か

ら
二

〇

年
代
に

か

け
て

の

供

給
比

率
五

〇

-
六

〇
%
に

は

は

る

か

及

ば

な
い
｡

し
か

し

な

が

ら
､

キ

ュ

ー
バ

は

割
当

制
度
の

下

で
一

定
の

対

米
輸
出
量
を

確
保
し

た

わ

け
で

あ

る

か

ら
､

大

恐

慌
後
の

ア

メ

リ

カ

砂
糖
市

場
に

お

け

る

キ

ュ

ー

バ

産
砂
糖
の

後
退
は
､

こ

の

時

点
で

阻

止
さ

れ

た

と

み

る

こ

と
が

で

き

る
｡

以

上
､

独

占
形
成
後
か

ら

第
二

次

大
戦
勃
発

直
後
ま

で

の

ア

メ

リ

カ

砂
糖
市

場
の

構
造

変
化
を
､

前
述
の

砂
糖
政

策
の

考
察
を

念

頭
に

置
き
な

が

ら
､

四

つ

の

時
期
に

区

分
し
て

論
じ
た
｡

こ

の

結

果
明

ら
か

に

な
っ

た

こ

と

は
､

以

下
の

と

お

り

で

ぁ

る
｡

(

こ

ア

メ

リ

カ

砂
糖
市
場
は
一

八

九

〇

年
代
か

ら
一

九
一

〇

年
代

ま

で

拡
大
を

続
け
た

が
､

一

九
二

〇

年
代
か

ら
一

九
四

〇

年
代
初

頭
に

淵
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は

ほ

ぼ

飽
和
状
態
に

達
し
た
｡

(

二
)

独

占
形
成

後
の

砂

糖
政

策

が

確

立

し
た
一

九
一

〇

年
代
初
頭
以

後
､

一

九
二

九

年
の

大

恐

慌

ま
で

の

ア

メ
･
リ

カ

砂
糖
市
場
に

お

い

て

重

要
な

役
割
を

担
っ

た
の

は
､

キ
ュ

ー

バ

産

砂
糖
と

本
土

産
甜
菜

糖
で

あ

り
､

大
恐

慌
後
に

は

キ
ュ

ト

バ

産

砂

糖
の
〟

供

給
此

率
の

低
下

と
ほ

ぼ

反

此

例
し
て
､

本
土

産
甜
菜

糖
と

島
隣
地

域
の

供

給
比

率
が

増

加

し

た
｡

(

三
)

市

湯
が

飽
和

状
態
と

な

り
､

関
税
制
度
が

も

は

や

本
土

の

甜
菜
糖
･

甘

庶
糖
生

産
と

キ
ュ

ー
バ

･

島
峡
地

域
か

ら
の

輸
入

と

を

調

整
で

き

な

く

な
っ

た

時
に
､

割
当

制
度
が

導
入

さ

れ

た
｡

但
し
､

割
当

制

皮
革
入

の

背
景
を

市
場
構

造
の

視

点
か

ら

把

握

す

る

と
､

そ

れ

ほ
､

本
土
と

キ
ュ

ー

バ

･

島
興
地

域
と
の

均

衡
関
係
費
失
に

よ

る

も
の

で

は

な

く
､

む

し

ろ

本
土
･

島
映
地

域
と
キ

ュ

ー

バ

と

の

括

抗
関

係
激
化
が

も

た

ら

し
た

も
の

上

確
定
さ

れ

る
｡

む

す

び

本
稿
は
､

糖
業
独

占
資
本
の

形

成

と

発
展
を

背
景
と

し
て
､

二

〇

世

紀
前
半
の

ア

メ

リ

カ

砂

糖
政

策

i
関

税
制

度
と

割
当

制
度

-
の

展
開

を

考
察
す
る

試
み

で

あ
っ

た
｡

き

わ

め

て

限

定

的
な

資
料
に

基
づ

い

た

分

析
の

結
果
を

ま

と
め

る

と
､

次
の

よ

う
に

な

ろゝ

フ
｡

ア

メ

リ

カ

政
府
の

砂
糖
政

策
は
､

一

八

九

〇

年
代
か

ら
一

九

三

四

年
ま

で

は

関
税
制

度
に

七
っ

て
､

一

九
三

四

年
か

ら
四

二

年
ま

で

は

割
当

制
度
に

よ
っ

で
､

キ
ュ

ト
バ

と

島
隣
地

域
か

ら
の

原

料

糖
輸
入

に

依
存

す
る

精
製
糖
業
と
､

本

土
の

甜
菜

糖
業
･

甘

贋
糖

業
と

の

経
済
的

利
益

を

調

節
す
る

こ

と

を
そ

の

基

本
的
方

針
と

し

て

き

た
｡

こ

う

し
た

政

策
展
開
の

背
景
に

ほ
､

ア

メ

リ

カ

精
製
糖

会
社
､

通

称

｢

砂
糖
ト

ラ

ス

ト
+

に

代

表
さ

れ

る

糖
業
独

占
資
本

が
､

精
製
糖
業
･

甜
菜

糖
業
の

双

方
に

対

し

支

配
的

影

響
力
を

及

ぼ

し
て

い

た

事
実
が

あ
っ

た
｡

一

九
二

九

年
の

大

恐

慌
後
の

糖
価

下

落
･

輸
入

関
税
引
き

上

げ
に

よ
っ

て

キ
ュ

ー

バ

の

対

米
輸

出
量

が

大

幅
に

減
少
し

た

時
､

従
来
の

関
税
制

度
に

代
わ

っ

て

割
当

制

度
を

導
入

し
､

本
土
の

生

産
･

島
峡
地

域
か

ら
の

輸
入

と

キ
ュ

ー

バ

か

ら
の

輸
入

と
の

均
衡
を

回

復
し

た

ア

メ

リ

カ

政

府
の

意
図

は
､

独

占

資
本
を

基

軸
と

す
る

本
土
の

糖

業
構
造
の

維
持
に

あ
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
｡

し

た

が
っ

て
､

大

恐

慌
を

契
機
と

す
る

ア

メ

リ

カ

砂
糖

政

策
の

転

換
は
､

本
土
の

糖
業
に

お

け

か

工

業
的

利
害
と

農
業
的

利
害
と

の

対

立

桔
抗
の

枠
を

超
え
て
､

基
本
的
に

は
､

世

紀
転

換
期
に

成

立
し

た

糖
業
独

占
資
本
の

経

済
的

利
害
の

擁
護
を

意
図

し
て

い

た

の

で

ほ

あ
る

ま
い

か
｡

た

だ

し
､

本

稿
に

お

け
る

限

ら
れ

た

考
察

心

卜

崩

ホ

■
臥
_
◆

が
′

†

′

ド

も

▲
r

埠

叫

′

･弥
･

一

i
r

.,

帖

-

仲

軒
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I

/

ノ

ゝ
r

斗

¶

､

→

ォ

･

仰

卜

▲

け

サ
､

｡

h

▲

可

.

吋

..

叫

か

ら

導
か

れ

た
こ

の

結
論
は
､

本

土
の

甜
菜
糖
業
･

甘

薦
糖
業
に

お

け
る

農

業
部

門

(

甜
菜
･

甘

庶
栽
培
業
)

の

役
割
を

十

分

検

討

し

て

か
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